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1．問題の所在

　資本主義的企業運営が世界的規模で一般化す

るなかで，協同組合のレゾン・ゲートルが協同

組合運動の内部においても問われるようになっ

てきている．．資本主義的経済環境のなかで協同

組合はいかなる存在意義を有するのか．社会的

に見ていかなる価値を持つのか．もし，なんら

かの存在意義，社会的価値を有するのであれば，

協同組合が協同組合として生き残り発展してい

くためには，協同組合はいかなる原則にもとづ

いて活動すべきなのか．このように協同組合の

価値と原則の問題が，あるいは協同組合のアイ

デンティティの問題が，協同組合の生死をかけ

た問題として今日的な状況のもとで鋭く問われ

ている

　ICA（国際協同組合同盟）はこの問題を「協同

’組合の思想的な危機」としてとらえ，「協同組合

の価値と原則」の再検討を全世界の協同組合に

訴えかけている．最近のICA世界大会（第29

回大会，1988年，ストックホルム）は「協同組合

と基本的価値」をテーマとして開かれた．「協

同組合と基本的価値」の問題は次回の第30回

世界大会（1992年，東京）でも継続審議され，

ICA　100周年記念世界大会（1995年，マンチェ

スター）では「協同組合の原則」の問題が論議さ

れることになっている．

　価値とは，一般的に言えば，あるものが有す

る「よい」と評価される性質であり，協同組合

にかんして言えば，組合員と社会一般が評価す

る協同組合の有用性である．この「欲求の対象

としての価値」は同時に，この価値にもとづい

て行動する必要性を生み出すことによって，

「規範としての価値」という意味をも有するこ

とになる．そして，この「自己の行動を律する

一定の価値観」にもとづいて「原則」が形成さ

れ，る．

　協同組合の価値と原則の問題にかんして

ICAで論争の口火を切ったのは，第27回大会

（1980年，モスクワ）で採択された一般報告r西

暦2000年における協同組合』（通称「レイドロ

ー報告」）であった．それによれば，協同組合の

歴史には3つめ危機の時代があったn．

　「信頼性の危機」と「経営の危機」の時代を経

て，世界の協同組合運動は現在「思想的な危機」

という第3の危機に直面している．協同組合運

動の目的が不明確になり，私的資本主義的企業

と異なる協同組合の独自の役割が不明確になっ

ていることから，この第3の危機，いわば協同

組合のアイデンティティの危機が生じている．

「協同組合の真の目的は何なのか，他のものと

は違う企業として独自の役割を果たしているの

か．……もし世界が奇妙な，時には当惑させら

れるような道筋で変化しつつあるなら，協同組

合もそれと同じ道筋で変化していくべきなの．

か」．

　レイドロー報告の目的は，「こg）ような疑問

を詳しく検討し……今世紀末へむけての協同組

合運動の展望をはっきりさせること」であった．

　このような課題にたいしてレイドロー報告は，

従来の消費協同組合重視型の発想にとらわれる

ことなく，1970年代から国際的に発展しつつあ

る労働者協同組合運動に着目しながら，生産か

ら消費にいたる多様なレベルにおける異種協同

組合の間の協同と，それにもとつく協同組合セ

クタ占の拡大強化の必要性を強調し，世界の協

同組合運動が今日取り組むべき優先的課題をつ

ぎの4点に集約した．



労働者協同組合の価値と原則

　①財の生産とサービスの提供においてはとり

わけ労働者協同組合を重視し，その普及をはか

り，②流通，消費の分野では「社会の保護者を

めざす協同組合」としての消費協同組合の確立

をはかる，③このようなかたちで，生産，サー

ビスから流通，消費にいたる各種の協同組合の

ネットワークをつくり，協同組合セクターを拡

大強化することにより「地域コミュ三ティの再

建」をはかり，国民経済を民主化し，これを基

礎にしてさらに④「世界の飢餓問題の解決」を

めざす．

　そして，このような構想を前提として「レイ

ドロー報告」は，現行のICA協同組合6原則に

ついてつぎのようなコメントをした．

　「（1）それらは，原則そのものを明確にするか

わりに，現在の慣行を原則の水準にまで格上げ

してしまった．

　　（2）それらは，主として消費協同組合に準拠

しているように思われ，農業協同組合，労働者

協同組合，住宅協同組合など，他の種類の協同

組合に同様に適用することはできない．

　現行の定式を改善するために様々な試みがな「

されたが，協同組合制度の基本的な道徳的およ

び思想的な柱が適切に設定されるまで努力が続

けられることが望まれる」2｝．

　ICAの現行の協同組合原則にかんしてここ

で示唆されている問題点は，（1）協同組合の経

営慣行を原剣化するだけでは協同組合原則とし

て不十分であり，協同組合の思想的基盤が原則

に反映されなくてはならない，（2）消費協同組

・合準拠型の原則では，今日の協同組合運動の指

針としての原則としては不十分であり，生産・

サービスの協同組合を含めて協同組合セクター

全体の運動の指針となりうる原則を確立する必

要があるということである．

　ICAは現在，（1）の問題点にかんしては「協

同組合の基本的価値」という視点から「協同組

合の思想的基盤」の問題にアプローチしている

が，（2）の問題点にかんする検討はまだ十分に

はなされていない．

‘本稿は，（1）の問題点を考慮しながら，「労働

者協同組合の価値と原則」という問題を検討す
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ることによって（2）の問題点にアプローチしょ

うとするものである．

2．協同組合の基本的価値

　上述のように1988年のICA大会は「協同組

合と基本的価値」をテーマとして開かれ’，主と

してL．マルクスICA会長の報告書r協同組合

と基本的価値』（通称「マルクス報告」）をめぐっ

て議論がなされ，た．

　「マルク．ス報告」の特徴は，1980年の「レイド

ロー報告」に比べて協同組合運動の危機認識を

一層深めている点に見られる．協同組合運動の

「思想的な危機」を強調した「レイドロー報告」

以降とりわけ顕著になったのは，ヨーロッパ諸

国の大生協の衰退であった．フランスでは83

年のブルターニュ生協の倒産，85年のゴーレー

ヌ生肉の倒産，86年のフランス卸売連合会の倒

産が見られ，イギリスではロンドン生協やロイ

ヤルアーセナル生協の経営不振が顕著になった．

「レイドロー報告」によればすでに克服された

はずの「経営の危機」の時代が再来したのであ

る．

　協同組合運動の危機は，「マルクス報告」以後

の事態の進行によって今日さらに深まっている．

ドイツにおいては生協の株式会社化が1974年

から始まり，81年置はドイツの生協の大部分を

まきこんでCo－op　AGが設立されていた．だ

が，89年にはCo－op　AGは，その粉飾決算の

実態が明らかにされた結果，実質上倒産し，そ

の余波で同年，ドイツ生協連も解散に追込まれ

た．さらに，89年以降の社会主義諸国の経済破

綻は，社会主義体制の危機をもひきおこすこと

によって，社会主義諸国の協同組合運動のみな

らず世界的規模で協同組合運動に大きな影響を

与えることになった．いまや世界の協同組合運

動は，資本主義的な市場経済の大海のなかで単

に「思想的な危機」だけではなく，「経営の危

機」の時代を迎え，’さらに「信頼性の危機」に

も直面せざるをえなくなったのである．

　このような三重苦のもとにある世界の協同組

合運動にたいして，「マルクス報告」は，「協同

組合の生成，発展，．消滅に影響を与える人間行
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動の主要特徴」3）という分析視点から協同組合

の基本的価値を検討した．そして，協同組合の

基本的価値を，組合員の参加（member　partici－

pation），民主主義の徹底（adherence　to

democracy），正直（honesty），他者への配慮

（caring　for　others）の4つの価値に集約し，こ

れらの価値を実現することによって協同組合運

動の活性化をはかろうと提言した．

　これらの4つの価値は相互にどのように関連

しているのであろうか．

　「組合員の参加」は民主主義の基本的要素で

ある．また，「正直」の構成要素として「情報公

開」が強調され’ているところを見ると，「正直」

も民主主義の基本的要素とされてよいであろう．

また，「他者への配慮」において，「組合員の意

見をよく聞き，討論し，力を合せて行動する」4》

という例があげられているところを見ると，

「他者への配慮」も民主主義の不可欠な要素と

してよいであろう．このような解釈が許される

ならば，4つの価値に共通するものは民主主義

セあり，4つの価値は民主主義に集約されると

してもよいであろう．

　このような観点からすれば，協同組合は民主

主義を基盤に経済活動を行う組織と規定されう

る．そして，そこにこそ協同組合の基本的価値

があるとされ，うる．

　「マルクス報告」は「協同組合の生成，発展，

消滅に影響を与之る人間行動の主要特徴」とい

う側面から協同組合人が重視すべき価値を析出

した．ここで問題とされているのは協同組合人

にとっての価値である．しかしながら，協同組

合の価値の問題にとって重要なのは，それだけ

ではない．社会的に見て協同組合がいかなる価

値を有するめかという「社会的な価値」の問題

が明らかにされねばならない．そして，その社

会的価値を実現することが同時に協同組合人に

とっての価値でもあるというように，両者が関

連づけられなければならない．

　協同組合人が重視すべき価値と協同組合の社

会的価値とを結びつける結節点はどこにあるの

か．すでに述べたように，「協同組合は民主主

義を基盤に経済活動を行う組織である」という

研　　究

のが，マルクスの最大の強調点であったが，そ

れが同時に協同組合の社会的価値をも示してい

ることに注目する必要がある．

　民主化が政治面にとどまらず経済面でも要請

されているところに，現代世界の特徴が見られ

る．経済面での民主化をどのようなかたちで達

成するかが世界的に問われていると言えよう．

このような状況下で，協同組合は経済の領域に

おいて民主主義を基盤に活動する組織としてそ

の社会的価値を世界に問うているのである．

3．労働者協同組合の基本的価値

　すでに述苓たように「レイドロー報告」は，

財の生産とサービスを担う協同組合を労働者協

同組合として組織し普及することがバランスの

とれた協同組合ネットワークづくりにとって不

可欠だとした．彼のこの構想の背景には，当時

の欧米諸国における労働者協同組合運動の生成，

発展，とりわけスペインのモンドラゴン労働者

協同組合グループの成功例があった．

　労働者協同組合運動が世界的規模で成長し始

めたのは1宙0年代中頃以降であるが，それは

世界経済の状況の変化と密接に関連している．

すなわち，先進資本主義諸国における高度経済

成長期から低成長期への移行，，高度経済成長を

基盤とする福祉国家体制の解体，高度経済成長

と福祉国家体制のもとでかた．ちっくられてきた

労働運動のありかたの変容といった状況の変化

のもとで，労働者協同組合運動が成長し始めた

のである．より直接的な契機としては企業倒産

と失業の増大という状況のもとで労働者たちは

自らの力で生産・サービス事業を組織せざるを

えず，それが様々な試行錯誤を経て労働者協同

組合として発展していったのである．

　このように各国でいわば自然発生的につくら

れていった運動であるので，運動の具体的な形

態や名称ぽ各国でそれぞれ異なり一様ではない．

それ’にもかかわらず，運動の性格には共通性が

見られる．

　労働者協同組合について研究しているイギリ

スの学者C．コーンフォースはつぎのように述

べている．「労働者協同組合に唯一の定義はな
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い．だが，ぽとんどの定義の要点は，つぎのよ

うである．労働者協同組合とは，そこで働く従

業員が，完全に，あるいは主として所有し管理

している企業である．資本が労働を用いるので

はなく，労働が資本を用いるべきだ，というの

が原則である」5）．

　すなわち，労働者協同組合とは，その形態か

ら見れば，そこで働く人びとが所有し管理する

協同組合企業であり，その内容あるいは原則か

ら見れば，労働者が主人公として資本を用いて

いる協同組合企業である．．

　「レイドロー報告」は，労働者協同組合の社会

的価値についてつぎのように述べている6）．

　第1に，労働者協同組合の大規模な発展は生

産関係に大きな影響を与えることになろう．

「第一次産業革命では，労働者や職人は生産手

段の管理権を失い，その所有権や管理権は企業

家や投資家の手に移った．つまり資本が労働を

雇うようになった．ところが労働者協同組合は

その関係を逆転させる．つまり労働が資本を用

いることになる．もしこれが大規模に発展すれ

ば，これらの協同組合はまさに新しい産業革命

の先導役をつとめることになるだろう」．この

ような観点からすれば，労働者協同組合は他の

協同組合にはない特別な社会的価値を持ってい

ることになる．労働者協同組合は「各種協同組

合のなかのもう一つの組織だということではな

くなっている．．つまり労働者が同時に所有者と

なる新しい産業民主主義の基本的構造を形成し

ている．そして，この種の協同組合は東西ヨー

ロッパのいくつかの国々や第三世界全体にわた

って，また南北アメリカのいくつかの地域で取

り入れられ，まさに世界的なものとなりつつあ

る」．

　第2に，「労働者協同組合は，たんなる雇用や

所有しているという感覚よりも，もっと深い内

面的ニーズ，つまり人間性と労働とのかかわり

に触れるものである」．すなわち，「肉体的労働

と知的労働の適正な調和をはかることの必要性，

さらにあらゆる最高の価値基準のなかに労働の

観念を，生活や人格形成に不可欠のものとして

取り入れることの必要性」といった問題を今日
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の社会に提起している7）．

　では，労働者協同組合の社会的価値をこのよ

うに重視する「レイドロー報告」は，どのよう

な社会構想のなかに労働者協同組合を位置づけ

ているのであろうか．

　第1に，「レイドロー報告」は，労働者協同組

合を含め，「住宅，貯蓄，信用，医療，食料その

他の日用品，老人介護，託児所，保育園などの

サービスを各種の協同組合で提供することによ

って，はっきりとした地域社会をつくりあげる

こと」を提言している8）．しかし，ここで提言

される「協同組合地域社会」は，ロバート・オ

ウエンが考えたような，協同組合人だけから成

る独立した地域共同体ではない．「協同組合地

域社会の建設」の一目的は，資本主義的企業を

含め多様な企業形態の存在する地域社会のなか

に協同組合ネットワークをつくることによって，

「ほとんど人間関係のない，お互いにまったく

他人として生活していることが多い人間の集

団」から成る地域社会を協同組合人相互の交流

を基盤とする「生きいきとした地域社会」に変

えることだ，とされている9）．

　第2に，国民経済の観点からすれば「協同組

合セクターの拡大強化」が「レイドロー報告」

の主張点となるが，その目的とするところは

「協同組合共和国の建設」ではない．協同組合

セクターは混合経済体制のなかにつぎのように

位置づけられる10）．

　①私的セクター，公的セクターおよび協同組

合セクターのどれ1つとっても，単独で国民経

済の全ての問題を解決することは困難である，

私企業，公企業，協同組合がそれぞれに適した

機能を担うことによって，三者が相互補完的な

役割を果たすことが望ましい．

　②公共的サービスの提供という領域において

は，公的セクターと協同組合セクターとが相互

補完的な機能と役割を持っている．

　③協同組合は，実際上の理由から私企業と取

引きをするが，利潤追求を最高目的とする資本

主義的原理を受入れることはしない．

　④協同組合は，資本主義の修正ではな．く，資

本主義にたいする1つの代案という立場をとる．
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⑤1966年に採択された現行のICA協同組合

原則の第6原則「協同組合間の協同」は，協同

組合セクターの構想を支持するものである．

　上述のような社会構想を前提にして「ヒイド

ロー報告」は消費協同組合偏重主義をつぎのよ

うに批判する11｝．

　従来，協同組合人は一種類の協同組合組織，

多くの場合は消費協同組合，を重視し，他の形

態の協同組合を軽視する傾向があった。しかし

現在求められていることは，「人びとが消費者

と生産者の両方の資格で，住宅，医療保健サー

ビス，保険，信用，輸送など，層多分野の日常的

ニーズのために協同組合組織から利益を享受で

きるように，協同組合の種類を多様化するこ

と」である．

　このような立場から「レイドロー報告」は，

主として消費協同組合に準拠している現行の

ICA原則の限界を指摘し，協同組合運動の新し

い形態にふさわしい原則をつくる必要性を強調

したのである．

　このような問題提起を受けて今日，ICAは

「協同組合運動の新しい形態にふさわしい原則

はどのようなものであるべきか」という問題を，

「協同組合の基本的価値」という根源的な問題

にまで立入りながら検討している．この問題を

解決するためには多様なアプローチが必要とさ

れよう．本稿のアプローチは，「レイドロー報

告」が重視した労働者協同組合を考察対象とし，

その原則のありかたについて検討し，それを現

行のICA原則と比較分析し，その観点から

ICA原則の改訂問題への接近を試みようとす

るものである．一般に，労働者協同組合の原則

の特徴は，そこに明確な価値観が含まれている

ところに見られ，る．以下，この点を考慮しなが

ら，いくつかの典内的な労働者協同組合原則を

とりあげ，‘事例分析を基礎にして労働者協同緯

合の価値と原則の問題を検討することにしよ
う12）．

4．モンドラゴン協同組合の基本原則

　モンドラゴン協同組合グループの協同組合会

議の第1回会議（87年）で採択された「モンドラ
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ゴン協同組合の実験の基本原則」は，モンドラ

ゴン協同組合の基本的なあり方を規定する「憲

法」とでも言うべきものである．それは同時に

労働者協同組：合（スペインでは「協同労働協同

組合」と称される）の原則の基本的な特質を明

快に示しているので，労働者協同組合一般の価

値と原則の問題を検討するさいの典型的事例と

して評価されうる．

　10原則より成るこの「基本原則」は，その前

文で述べられているように，これまでの世界の

協同組合運動がつくりあげてきた原則，とりわ

けICA原則，をふまえつつ，「30年以上にわた

って蓄積されたモンドラゴン協同組合企業の実

践経験」を基盤にしてつくられたものである．

　10原則の全文は出稿（「労働者協同組合の基

本原則」）で紹介したので，’ここでは各原則の項

目だけをあげておこう．それらは，①自由加入，

②民主的組織③労働主権，④資本の手段・従

属性，⑤管理への参加，⑥報酬の連帯性，⑦協

同組合間の協同，⑧社会変革，⑨国際性，⑩教

育，である．

　一見するとこの10原則は，ICAの6原則に
共通する部分を含む6原則（①，②，④，⑤，

・⑦，⑩）とモンドラゴン協同組合に独自な4原

則（③，⑥，⑧，⑨）から成っているように見え

る．しかし，それらは単なる合成ではない．モ

　ンドラゴン協同組合の「基本原則」の特徴は，

10原則の全体が「労働の尊厳性」という明確な

価値観によって基礎づけられ構成されていると

　ころに見られる．「基本原則（案）」の審議過程

では，この点がつぎのように表明されている13）．

　①世界的に消費協同組合，信用協同組合，農

業協同組合，住宅協同組合などが発展している

が，これ’らの協同組合においては労働が基本的

要素として位置づけられていない．労働を基本

的価値として位置づける「基本原則」の規走は，

　スペインの他の民主的な協同組合にも見られな1

いものであり，モンドラゴン協同組合独自のも

　のである．

　②「協同労働協同組合」（労働老協同組合）が

基本的に労働者の企業であることを示したとこ

　ろに，モンドラゴン協同組合の特徴がある．
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「労働を中心とする協同組合の組織化は，モン

ドラゴンが世界に示すことができる基本的なコ

ンセプトである」．

　このように，労働を基本的価値として位置づ

け，労働を中心に協同組合を組織化するさいの

原則を規定したものが「モンドラゴン協同組合

の基本原則」だと言える．

　したがって，このような観点からすれば，第

3原則「労働主権」が労働者協同組合を組織化

するさいの「基本原則」の中核をなしていると
ニ　　ニ
茜える．

　モンドラゴン協同組合の創設者であるアリス

メンディアリエタ神父がつねにもっとも強調し

た理念は「労働の尊厳性」であった．モンドラ

ゴン協同組合の創設という見地から彼の思想を

研究したアスルメンディは，カール・マルクス

の労働論がアリスメンディアリ註釈神父に与え

た影響をつぎのように強調している14）．

　「労働が自然と社会と人間を変革する基本的

要素である」という基本的な認識において，両

者は一致している．また，両者はともに，「資本

にたいする労働の従属」を否定して「資本にた

いする労働の優越」を主張し，このような立場

から協同組合運動を評価した．「協同組合運動

の最大の長所は，資本にたいする労働の従属と

いう現在の体制が……自由で平等な生産者によ

る共和主義的体制によって追い払われうること

を示したことである」というマルクスの文章は

そのままアワスメンディアリエタ神父の論文に

引用されている．

　職業訓練学校で神父の教えを受けた5人の卒

業生が1956年に設立した石油ストーブ製造工

場「ウルゴール」の運営原則には，「生産の全工

程において，人間の労働がその尊厳にもとづき

特権を享受できるようにし，その他のすべての

要素を構造的に従属させる」と記された．そし

て，このウルゴールがモンドラゴン協同組合グ

ループの最初の組織となり，その運営原則が後

続の労働者協同組合のモデルとなったのである．

　ウルゴールの5人の創設者の1人であり，現

在，モンドラゴン協同組合グループ理事会の議

長であるホセ・マリア・オルマエチェアは，
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「モンドラゴン協同組合の実験を規定する基本

的な特質は労働の協同化（cooperativizaci6n）

である．これこそ私たちのグループが世界の協

同組合にもたらしている基本的な要素である」

と述べている15｝．

　この「労働の協同化」・の基礎をなしているの

は，「労働こそ自然と社会と人間を変革する基

本的な要素である」（第3原則「労働主権」中の

文章）とする認識と，そこから派生する「労働の

尊厳性」という価値観である．

　このような認識と価値観を基盤とする組織に

おいて，主権者の位置を占めるのは労働であり，

資本ではない．近代社会の政治組織における

「人民主権」に対応する概念が，この経済組織に

おける「労働主権」だと言える．

　前述のように，労働者協同組合とは，その形

態から見れば，そこで働く人びとが所有し管理

する協同組合企業であり，原理から見れば，労

働者が主人公として資本を用いている協同組合

企業である．労働者協同組合のこのような規定

から見るとき，モンドラゴン協同組合の「基本

原則」は，たんにモンドラゴン協同組合の独自

性を示すだけでなく，卿その基盤をなす認識と価

値観において，労働者協同組合一般の原則とし

ての普遍性を有している．この「基本原則」は，

「労働主権」を基本的原理として協同組合を組

織化するさいの構成原則（constitution，憲法）

という特質を有しているのである．

　そこで，つぎに第3原則「労働主権」と他の

原則との関連を検討することにしよう．

　モンドラゴン協同組合においては1「労働主

権」の項目のもとでつぎの4点が原則とされて

いる．

　「1．賃金労働者の系統的雇用をしない．

　2．協同組合企業の組織においては労働に完

全な主権を付与する1

　3．生産された富の分配においては，その基

本的な取得権は労働に存する．

　4．社会の全構成員にたいし，労働を選択す

る自由の拡大をめざす．」

　第6原則「報酬の連帯性」は上記の第3項に

関連する原則である．そこでは，「労働に応じ
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た分配」を基本原理としたうえで，分配面での

連帯性が強調され’る．すなわち，（1）協同組合

内部の連帯性の見地からする所得格差の縮小と，

（2）地域社会の賃金労働老との連帯性の見地か

らする地場賃金との連動性である．

　第8原則「社会変革」は上記の第4項に関連

する．’そこでは，「協同を拡大することによっ

てバスク地域の社会変革をめざす」という見地

から，「剰余金のかなりの部分を共同基金に再

投資し，協同組合組織における新しい職の創出

をはかる」，「社会事業基金を活用して地域コミ

ュニティの発展のための活動を助成する」など

の点が原則とされている．

　第9原則「国際性」は，「社会変革」理念の国

際的規模での適用である．そこでは，「モンド

ラゴン協同組合は，国際的協同組合運動にふさ

わしい平和，正義，発展を目的とし，『社会的経

済』（Economia　Socia1）の分野で経済民．主主義

のために活動しているすべての人びとと連帯す

ることを表明する．これはモンドラゴン協同組

合の国際的使命である」と記されている．

　上述の4原則（③，⑥，⑧，⑨）はモンドラゴ

ン協同組合に独自なものであるが，「基本原則」

の他の6原則は，ICAの6原則を「労働主権」

を基礎とする労働者協同組合的原則に再構成し

たものと言える．

　すなわち，第1原則「自由加入」はICAの第

1原則「公開の原則」に対応する．

　第2原則「民主的組織」と第5原則「管理へ

の参加」は，ICAの第2原則「民主的管理の原

則」に対応する．ここでの特徴は，「民主的管理

の原則」を，民主主義を制度的に保障する組織

の側面（第2原則）と民主主義を実質的に機能さ

せるための組合員参加の側面（第5原則）という

2側面にわけて原感化することによって，労働

者自身による労働者協同組合の民主的運営をと

りわけ重視している点に見られる．

　第4原則「資本の手段・従属性」は，ICAの

第3原則「出資金利子制限の原則」に対応する．

ここでの特徴は，「モンドラゴン協同組合は資

本を企業の展開のために必要な手段，労働に従

属する手段と位置づける」という原理的見地か

研　　究

ら，出資金利子率にたいする制限などが原則化

されている点に見られる．

　第7原則「協同組合間の協同」は，ICAの第

6原則「協同組合間協同の原則」に対応し，第

10原則「教育」はICAの第5原則「教育促進の

原則」に対応する．

　このように見るとき，モンドラゴンの10原

則は「労働主権」原則を中核として構成されて

いると解釈されうる．「自由加入」「民主的組

織」「管理への参加」は「労働主権」を基礎とす

る組織原則であり，「資本の手段・従属性」は

「労働主権」の見地からする「資本」の位置づけ

であり，「報酬の連帯性」「協同組合間の協同」

「社会変革」「国際性」は「労働主権」の立場か

らする連帯と社会変革の強調であり，「教育」は

「労働主権」理念を基盤とする教育の重視であ

る．

　「自由加入」で強調されている「自由」と，「民

主的組織」「管理への参加」で強調されてい喬

「平等」と，「報酬の連帯性」「協同組合間の協

同」「社会変革」「国際性」で強調されている「連

帯性」とに注目するならば，ここで理念的に示

されている協同組合組織は自由と平等と連帯に

もとつく組織だと言えよう．自由，平等，友愛

という近代社会の理念が，労働者協同組合原則

においてはこのようなかたちで「労働主権」理

念を媒介にして結びつけられているのである．

　協同組合一般の理念が「協同（co－opera－

tion）と愛」として表現されることがあるが，労

働者協同組合の場合は，この理念は「協働（co

－operation）と連帯」として表現されうる．そ

して，この「協働と連帯」が労働者協同組合の

基本的価値ともなっている．労働者協同組合の

原則を構成する2本柱は「労働主権」と「社会

変革」であるが，この「労働主権」と「社会変

革」はそれぞれ「協働」と「連帯⊥という基本

的価値を内包した原則として解釈されうるので’

ある．

5．ICOM型労働者協同組合の基本原則

　イギリスの労働者協同組合の多くは産業共同

所有運動（ICOM）に関連している．　ICOMのガ
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イドブックは，労働者協同組合の価値と原則に

ついて，つぎのように述べている16）．

　組合員が労働者協同組合に求める価値として

は，①自主管理企業という形態で経済活動を自

主的に行いうるということ，②自主管理企業の

運営において人びとと連帯関係を確立しうるこ

と，③このように労働と労働環境を自主的にコ

ントロールし，企業運営の能力を発達させるこ

となどにより，「個々の人間の潜在力を発達さ

せる機会」を得られること，があげちれる．．

　労働者協同組合の社会的価値としては，「社

会的に有用な生産物やサービス」（socially　use－

ful　goods　or　services）を提供することによって

社会に貢献するということがあげられる．

　このような価値を基盤とする労働者協同組合

の基本的原則はつぎのようである17》．

　①組合員資格を組合で働く人に限定すること

によって自主管理をめざす．

　②一人一票制にもとつく民主的管理．

　③組合員の出資金は平等で最低限のものとし，

出資金にたいしては利子や配当をつけない．

　④組合解散時の資産は，組合員に分配されず，

労働者協同組合運動全体の発展のために用いら

れ・る．

　⑤組合は，経済的目的だけでなく，社会的目

的を持ち，社会への貢献をめざす．

　これらの原則のうち③の原則はICOM独自

のものであり，資金調達の面で問題ありとして，

ICOMの外部から批判されることが多いが，他

の4原則はICOM以外にも共通する労働者協
同組合の一般的原則として解釈されうる．

　⑤の原則にかんしては，とりわけ地域社会へ

の貢献が強調されている18）．「社会的有用労働」

（socially　useful　work）を通して仕事の公共性

を高めることは，労働者協同組合が地域住民と

地方自治体の支援を得るための根拠ともなるか

らである．

　さらに，日常的企業運営においては「効率的

な企業運営」をめざすことが強調されている三9）．

　前節においては，モンドラゴン協同組合を考

察することによって，労働者協同組合の価値と

原則にかんする基本的枠組みを提示しておいた．
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その内容をさらに豊かにするために，この

ICOM型労働者協同組合の考察において注目

すべき点は，価値の問題にかんしては，「社会的

有用労働」と「人間の潜在力の発達」という理

念であり，原則の問題にかんしては，「経済的効

率性」の強調である．

　これらの点は日本の中高年雇用・福祉事業団

の新原則（案）にも活かされている．

・6．中高年雇用・福祉事業団の基本原則

　日本で労働者協同組合運動に自覚的に取組ん

でいる組織として中高年雇用・福祉事業団があ

る．その基本原則の形成過程については，別稿

で考察した20）．中高年雇用・福祉事業団は現在

その基本原則の改訂作業をすすめている．第

12回総会（1991年5月）で提案された新原則
（案）はつぎのようである．

　「1．徹底民主主義と協同責任の実行を通じて，

労働者が主人公となる新しい協同組合運動をつ

くります．（徹底民主主義と労働者が主人公の

原則）

　2．雇われ者根性を克服し，よい仕事を行な

い，まちづくりに貢献します．（よい仕事の原
則）

　3．赤字を絶対に出さず，事業計画にもとづ

いて仕事を拡大し，経営を強めて，労働と生活

の向よにっとめます．（経営強化の原則）

　4．『自立と協同と愛』の人間発達の立場に

立ち，労働と学習・教育を通じて成長します．

（自立と協同と愛の原則）

　5．全国的観点を不断に強め，変革の立場に

立って労働者協同組合運動と協同組合運動を発

展させます．（変革と協同運動の原則）

　6．労働組合との連帯を重視し，広く社会運

動と結合して，労働者・市民が主人公となる企

業・地域・社会をつくります．（労働組合・社

会運動との連帯の原則）

　7．国際連帯を強め，人類の危機を克服する

運動と事業を進めます．（国際連帯の原則）」

　この新原則（案）は，十数年におよぶ事業団運

動の実践にもとづいて作成されだだけでなくl

ICAの協同組合6原則をはじめとして，モンド
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．ラゴン協同組合の10原則やICOM型運動の原

則などに示される労働者協同組合の基本原則な

どを十分に検討して作成された原則であるとい

う点で，国際的な協同組合運動の実践に根差し

たものである．内容的に見ても，この新原則

（案）は，事業団運動にだけあてはまる特殊な原

則ではなく，世界のどの国の労働者協同組合運

動にもあてはまる普遍的な原則となっている．

それだけでなく，「経営強化」と「人間発達」を

原則として明示した点では，国際的な先駆性を

も示している．

　事業団運動は，その運動の実践のなかから

「労働者が企業の主人公になる」「徹底民主主

義」「よい仕事」「自立と協同と愛の石づくり」

という「四つのキーワード」を生み出し，それ

を実践面の指針として常に重視してきた．これ

らは，事業団運動におけるいわば「基本的価値」

である．

　これらのキーワードは一見，事業団運動が特

殊な歴史的条件のもとで生み出していった事業

団に独自なキーワードであるように見える．し

かしながら，その内容を上述のような国際比較

の視点から検討すれば，それらが労働者協同組

合運動一般に通ずる普遍的な価値を現している

ことがわかる．

　「労働者が企業の主人公になる」は，モンドラ

ゴン協同組合の基本原則の核心をなす「労働主

権」のより具体的な表現として理解されうる．

　「徹底民主主義」は，1「労働者ボ企業の主人公

になる」ことの系である．企業において労働者

が主人公となるためには，単に企業組織におい

て民主主義制度が確立されているだけではなく，

企業運営のあらゆるレベルにおいて労働者参加

が徹底されていなければならない．モンドラゴ

ン協同組合の10原則において「民主的組織」

（第2原則）のほかに「管理への参加」（第5原

則）が強調されているのは，このためである．

また，JCAの『マルクス報告』（1988年）におい

て，協同組合の基本的価値として「参加」と「民

主主義の徹底」が強調されているのも，この点

に関係している．「参加」と「民主主義の徹底」

が，中高年雇用・福祉事業団において1ま「徹底
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民主主義」という一語に表現されていると見て

もよいであろう．

　「よい仕事」は「社会的有用労働」として，ま

た，「自立と協同と愛の心づくり」は「労働を通

ずる人間発達」として，労働者協同組合運動の

基本的価値を表現するうえで，国際的普遍性を

有している．

　新原則（案）はこれらの基本的価値を中核とし

て構成されている．

7．むすび

　本稿の考察から，労働者協同組合の価値と原

則の関連にかんして一般的につぎのように言う

ことができよう．

　1．労働者協同組合の原則には明確な価値意

識が反映している．

　2．労働者協同組合の価値は，①組合員にと

っての価値と②社会的に見た場合の価値という，

2側面にわけて，考察することが可能である．

別言すれば，労働者協同組合の価値の問題は，

労働者協同組合にたいする①組合員の二「ズと

②社会一面のニーズという2側面から・、アプロ

ーチすることが可能である．

　3．原則作成にあたっては，当該社会におけ

る組合員と社会一般のニーズを客観的に把握し，

それを価値の問題として整序し，その価値を原

則に反映させることが必要である．

　4．労働者協同組合においてニーズと価値と

原則とを結びつけうる核心的理念は，労働主権

である．労働主権が組合員にとって意味するも

のは，労働を自己のものとすること（労働疎外

の克服）による人間発達であり，労働成果を自

己のものとすることによる組織内搾取関係の排．

除である．労働主権が社会にとって意味するも

のは，「労働主権を基礎とする組織」「自由・平

等・友愛という近代社会の理念を経済レベルで

実現する組織」としての労働者協同組合を普及

することによって，経済レベルにおける民主主

義の基礎を築くことである．

　労働者協同組合の価値と原則との関連にかん

する以上のような理解を前提とするとき，労働

者協同組合の一般的原則はどのような要素をも



労働者協同組合の価値と原則

って構成されうるのであろうか．

　第1に，労働者協同組合の原則は，これまで

の国際的な協同組合運動が生み出してきた協同

組合原則を十分にふまえたものでなければなら

ない．しかし，それらの原則の直接的な適用を

はかるのではなく，労働者協同組合的な原則へ

の修正が必要とされる．

　第2に，労働者協同組合の原則の骨格をなす

要素は「労働主権」と「社会変革」である．

　第3に，ICA6原則は労働者協同組合的に修

正され，たかたちで「労働主権」と「社会変革」

の2大項目内に含ませることができる．

　以上の3点を前提にするとき，労働者協同組

合の一般的原則はつぎのような要素をもって構

成することが可能となろう．

　1労働主権
　　1　労働者による所有と管理

　　2　民主主義

　　　（1）　民主的機構

　　　（2）　民主的運営

　　　　　　①　労働過程

　　　　　　②労働成果の分配

　　　　　　③　資本の従属性

　II社会変革

　　1　公共性

　　2　連帯感

　ICAの第1原則「公開」は，労働者協同組合

的な修正を経たうえで，上記の2の（1）「民主的

機構」に含ませることができる．伺様に，ICA

の第2亀卜響「民主的管理」は上記の2「民主主

義」に，第3原則「出資金利子制限」は2の（2）

の③「資本の従属性」に，第4原則「剰余金配

分」は2の（2）の②「労働成果の分配」と③「資

本の従属性」に，第5原則「教育促進」は2の

（2）「民主的運営」とII「社会変革」に，第6原

則「協同組合間協同」はIIの2「連帯性」に，

それぞれ含ませることができる．

　つぎに，上記の主要項目の内部について若干

付言しておこう．

　1の2の（2）「民主的運営」には，「人間発達」

「経営能力の向上」「経済的効率性の向上」とい

った要素を含ませることができよう．これ’らの
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要素は「教育促進の原則」と密接に関連してい

る．労働者協同組合においては「人間発達」と

「経済的効率性の向上」ボ，「民主的運営」と「教

育促進」を媒介にして，両立させられなくては

ならないからである．．

　II「社会変革」の1「公共性」を構成する項目

としては，地域社会への貢献，地域社会づくり，

公・協コンプレックス（公共団体と協同組合と

の複合組織）の形成21），経済レベルにおける民

主主義の実現，などをあげることができよう．

　IIの2「連帯性」を構成する項目としては，

①協同組合間の協同，協同組合セクターの拡大

強化，②中小零細業者，自営業者との協同，公

的部門との協同，「社会的経済」（social　econ・

omy）の領域の拡大強化，③労働運動，市民運動

面との協同，経済・社会・政治・文化の領域で

の民主的勢力の強化，などをあげることができ

よう．

　なお，「公共性」ど「連帯性」との関連は，「公

共性」を労働者協同組合の社会的価値，社会的

目的にかかわるもの，「連帯性」をその価値，目

的を実現するための担い手（主体）にかかわるも

のとして位置づけることができよう．

　上記は，労働者協同組合の原則の骨組みを一

般的なかたちで示したものである．各組合は，

原則のこの骨組みを参照するとしても，基本的

にはそれぞれの置かれた条件を考慮し，自己の

実践経験と全組合員の意見を基礎にして，組合

を発展させうるような独自の原則を創造的に形

成すべきで’あろう．

　　　　　　　　　　（一橋大学経済研究所）
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